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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月2日(2011.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ロール状に巻いたシート状物を巻き出す巻き出し軸と巻き出したシート状物を巻き取る巻
き取り軸を有するシート状物の搬送装置であって、該巻き出し軸の下流側に設けられたシ
ート状物端部の位置検出手段と、該位置検出手段からの検出信号により前記巻き出し軸を
巻き出し軸の中心軸と平行な方向に移動させる移動手段と、該移動手段を制御する制御部
と、該巻き取り軸の上流側に設けられ、前記シート状物をニップする、前記シート状物の
５０～９５％のニップ幅を有するニップロールとを有してなる、シート状物の搬送装置。
【請求項２】
ロール状に巻いたシート状物を巻き出す巻き出し軸と巻き出したシート状物を巻き取る巻
き取り軸を有するシート状物の搬送装置であって、該巻き出し軸の下流側に設けられたシ
ート状物端部の位置検出手段と、該位置検出手段からの検出信号により前記巻き出し軸を
巻き出し軸の中心軸と平行な方向に移動させる移動手段と、該移動手段を制御する制御部
と、該巻き取り軸の直前に設けられ、前記シート状物をニップするニップロールとを有し
てなる、シート状物の搬送装置。
【請求項３】
前記ニップロールによるニップ幅が前記シート状物の幅の５０～９５％である、請求項２
に記載のシート状物の搬送装置。
【請求項４】
前記ニップロールの少なくとも一方が硬度３０～８０度のゴムロールである、請求項１～
３のいずれかに記載のシート状物の搬送装置。
【請求項５】
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前記ニップロールの双方がフリーロールである、請求項１～４のいずれかに記載のシート
状物の搬送装置。
【請求項６】
前記ニップロールの少なくとも一方にはブレーキ機構が設けられている、請求項１～５の
いずれかに記載のシート状物の搬送装置。
【請求項７】
シート状物を、請求項１～６のいずれかに記載の搬送装置を用い、初期巻き取り張力Ｔ１
が単位幅当たり４０Ｎ／ｍ以上、最終巻き取り張力Ｔ２が、Ｄ１を初期巻き取り直径、Ｄ
２を最終巻き取り直径とした際に下式（１）を満足する条件で巻き取る、シート状物の搬
送方法。
　Ｔ１≦Ｔ２≦（Ｄ１＋Ｄ２）／Ｄ１×Ｔ１　　　　・・・（１）
【請求項８】
前記シート状物が、分散している炭素短繊維が樹脂および／または有機物の炭化物で結着
されてなる炭素繊維シート状物であり、かつ、前記シート状物の曲げ弾性率が３～５０Ｇ
Ｐａ、静摩擦係数が０．１～０．７であって、１５０ｍ以上の長さに巻き取られる、請求
項７に記載のシート状物の搬送方法。
【請求項９】
長尺のシート状物を、請求項７に記載のシート状物の搬送方法により搬送して、シート状
物の巻き取り体とする、シート状物の巻き取り体の製造方法。
【請求項１０】
前記シート状物が、分散している炭素短繊維が樹脂および／または有機物の炭化物で結着
されてなる炭素繊維シート状物であり、かつ、前記シート状物の曲げ弾性率が３～５０Ｇ
Ｐａ、静摩擦係数が０．１～０．７であって、１５０ｍ以上の長さに巻き取られる、請求
項９に記載のシート状物の巻き取り体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明は、次の手段を採用する。すなわち、
　（１）ロール状に巻いたシート状物を巻き出す巻き出し軸と巻き出したシート状物を巻
き取る巻き取り軸を有するシート状物の搬送装置であって、該巻き出し軸の下流側に設け
られたシート状物端部の位置検出手段と、該位置検出手段からの検出信号により前記巻き
出し軸を巻き出し軸の中心軸と平行な方向に移動させる移動手段と、該移動手段を制御す
る制御部と、該巻き取り軸の上流側に設けられ、前記シート状物をニップする、前記シー
ト状物の５０～９５％のニップ幅を有するニップロールとを有してなる、シート状物の搬
送装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（２）ロール状に巻いたシート状物を巻き出す巻き出し軸と巻き出したシート状物を巻
き取る巻き取り軸を有するシート状物の搬送装置であって、該巻き出し軸の下流側に設け
られたシート状物端部の位置検出手段と、該位置検出手段からの検出信号により前記巻き
出し軸を巻き出し軸の中心軸と平行な方向に移動させる移動手段と、該移動手段を制御す
る制御部と、該巻き取り軸の直前に設けられ、前記シート状物をニップするニップロール
とを有してなる、シート状物の搬送装置。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（３）前記ニップロールによるニップ幅が前記シート状物の幅の５０～９５％である、
前記（２）に記載のシート状物の搬送装置。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（４）前記ニップロールの少なくとも一方が硬度３０～８０度のゴムロールである、前
記（１）～（３）のいずれかに記載のシート状物の搬送装置。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（５）前記ニップロールの双方がフリーロールである、前記（１）～（４）のいずれか
に記載のシート状物の搬送装置。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（６）前記ニップロールの少なくとも一方にはブレーキ機構が設けられている、前記（
１）～（５）のいずれかに記載のシート状物の搬送装置。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　（７）シート状物を、前記（１）～（６）のいずれかに記載の搬送装置を用い、初期巻
き取り張力Ｔ１が単位幅当たり４０Ｎ／ｍ以上、最終巻き取り張力Ｔ２が、Ｄ１を初期巻
き取り直径、Ｄ２を最終巻き取り直径とした際に下式（１）を満足する条件で巻き取る、
シート状物の搬送方法。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　Ｔ１≦Ｔ２≦（Ｄ１＋Ｄ２）／Ｄ１×Ｔ１　　　　・・・（１）
　（８）前記シート状物が、分散している炭素短繊維が樹脂および／または有機物の炭化
物で結着されてなる炭素繊維シート状物であり、かつ、前記シート状物の曲げ弾性率が３
～５０ＧＰａ、静摩擦係数が０．１～０．７であって、１５０ｍ以上の長さに巻き取られ
る、前記（７）に記載のシート状物の搬送方法。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（９）長尺のシート状物を、前記（７）に記載のシート状物の搬送方法により搬送して
、シート状物の巻き取り体とする、シート状物の巻き取り体の製造方法。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（１０）前記シート状物が、分散している炭素短繊維が樹脂および／または有機物の炭
化物で結着されてなる炭素繊維シート状物であり、かつ、前記シート状物の曲げ弾性率が
３～５０ＧＰａ、静摩擦係数が０．１～０．７であって、１５０ｍ以上の長さに巻き取ら
れる、前記（９）に記載のシート状物の巻き取り体の製造方法。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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